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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、『カンタベリー物語』の Gg 写本と他の写本やテクストとの間に生じた異同の問

題を取り上げた。『カンタベリー物語』Gg.4.27 写本のデータ入力をすすめた。『カンタベリー物

語』Hengwrt 写本と Ellesmere 写本および Blake 版・Benson 版などのテクストが容易に比較でき

るようにパソコンでテクスト処理をした。Gg 写本の写字生は頻繁に過去分詞を示す接頭辞 y-

を落としたと言われるが、接頭辞 y-を付けているところもあるということが分かった。Gg 写本 

0396では、わざわざ接頭辞を有標化して “I-”と表しているところは特徴的である。 

 
研究成果の概要（英文）： 
   This project is an interim report of a comprehensive textual comparison of Chaucer's 

The Canterbury Tales (MS Gg, MS Hg, MS El, Blake’s Edition, Benson’s Edition). We have 

intended to make a contribution to Chaucerian textual criticism by clarifying the textual 

similarities and differences among the manuscripts and editions. It is an important fact 

that the scribe of Ms Gg took the trouble to add the prefix y- to the past participles, 

though it is said that he ignored the prefix y-. It is noticeable that the scribe 

intentionally used the marked prefix“I-”in MS Gg. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) チョーサーの The Canterbury Tales（『カン
タベリー物語』）諸刊本について計量的比較
を行った。その成果は『コンピュータによる
チョーサーの「カンタベリー物語」諸刊本の
計量的比較』（平成５年度 科学研究費補助金
（一般研究（C))研究成果報告書、研究代表
者 地村彰之、広島大学学校教育学部）, 
1994.3 （共同研究につき本人担当部分抽出
不可能）として発表した。 
  
(2) チョーサーの The Canterbury Tales 諸刊
本の中で、F. N. Robinson 版テクストと N .F. 
Blake 版テクストについて各行ごとの比較を
試みた。その成果は、科学研究費補助金「研
究成果公開促進費」を受領して、A. Jimura, Y. 
Nakao and M. Matsuo, eds. A Comprehensive 
List of Textual Comparison between Blake's and 
Robinson's Editions of The Canterbury Tales 
(Okayama: University Education  Press, 1995) 
という形で出版し公表した。 
 
(3) チョーサーの Troilus and Criseyde（『トロ
イラスとクリセイデ』諸刊本について計量的
比較を行った。その成果は『コンピュータに
よるチョーサーの「トロイラスとクリセイ
デ」諸刊本の計量的比較』（平成 7 年度- 平
成 8 年度 科学研究費補助金（基盤研究
（C)(2))研究成果報告書、研究代表者 地村
彰之、広島大学学校教育学部）, 1996.3 （共
同研究につき本人担当部分抽出不可能）とし
て発表した。 
 
(4) チョーサーの代表作である Troilus and 
Criseyde（『トロイラスとクリセイデ』）につ
いてもテクスト比較研究を試みた。その成果
は、科学研究費補助金「研究成果公開促進費」
を受領して、A. Jimura, Y. Nakao and M. Matsuo, 
eds. A Comprehensive Textual Comparison of 
Troilus and Criseyde (Okayama: University 
Education Press, 1999)という形で出版し公表
した。 
 
(5)チョーサーの夢物語詩諸刊本について計
量的比較を行った。その成果は『コンピュー
タによるチョーサーの夢物語詩諸刊本の計
量的比較』（平成１１年度- 平成１２年度 
科学研究費補助金（基盤研究（C)(2))研究成
果報告書、研究代表者 地村彰之、広島大学
文学部）, 2001.3 （共同研究につき本人担
当部分抽出不可能）として発表した。 
 
(6) Troilus and Criseyde以前に書かれた夢物語
詩 The Book of the Duchess, The House of Fame, 
The Parliament of Fowls の諸刊本のテクスト
比較研究を行った。その成果は、科学研究費
補助金「研究成果公開促進費」を受領して、

A. Jimura, Y. Nakao and M. Matsuo, eds. A 
Comprehensive Textual Comparison of Chaucer’s 
Dream Poetry (Okayama: University Education 
Press, 2002)という形で出版し発表した。 
 
(7) The Legend of Good Women （『善女列伝』）
諸刊本の計量的比較を試みた。その成果は、
『コンピュータによるチョーサーの『善女列
伝』諸刊本の計量的比較』（平成１３年度～
平成１４年度 科学研究費補助金（基盤研究
（C）(2)）研究成果報告書、研究代表者 地
村彰之、広島大学文学部）, 2003. 3 （共同
研究につき本人担当部分抽出不可能）として
発表した。 
 
(8) The Romaunt of the Rose『薔薇物語』諸刊
本のテクスト比較を行った。その成果は『コ
ンピュータによるチョーサーの『薔薇物語』
諸刊本の計量的比較』（平成１７年度～平成
１８年度 科学研究費補助金（基盤研究（C））
研究成果報告書、研究代表者 地村彰之、広
島大学大学院文学研究科）, 2007. 3 （共同
研究につき本人担当部分抽出不可能）として
発表した。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、コンピュータを利用し、
ジェフリー・チョーサーの英語の語彙・統
語・文体を総合的に研究し、チョーサーの 
textual criticism に貢献することにある。  
 
(2) 今回は、『カンタベリー物語』の Gg 写本
と他の写本やテクストとの間に生じた異同
の問題を取り上げた。『カンタベリー物語』
Gg.4.27 写本、『カンタベリー物語』Hengwrt
写本と Ellesmere 写本および Blake 版・Benson
版などのテクストを比較することによって、
写本間や刊本間における類似点と相違点を
見いだし、チョーサー自身の言語再建への糸
口を見つけることを目的とする。特に今回は
チョーサーのテクストの伝統と継承という
視点から、チョーサーの言語を総合的に見る
ことをめざしている。 
 
３．研究の方法 
(1) 上記研究目的を達成するために、『カンタ
ベリー物語』の Gg 写本と他の写本やテクス
トとの間に生じた異同の問題を取り上げた。
『カンタベリー物語』Gg.4.27 写本のデータ
入力をすすめた。『カンタベリー物語』
Hengwrt 写本と Ellesmere 写本および Blake
版・Benson 版などのテクストが容易に比較で
きるようにパソコンでテクスト処理をした。 
 
(2) Gg 写本の写字生は頻繁に過去分詞を示す
接頭辞 y-を落としたと言われるが、接頭辞
y-を付けているところもあるということが分



 

 

かった。以下の例のように、下線部ではわざ
わざ接頭辞を有標化して “I-”と表している
ところは特徴的である。 
HG:7r GP0398 Ful many a draghte of wyn  /  
hadde he drawe 
EL:5r GP0398 Ful many a draughte of wyn  /  
had  he drawe 
BL:GP0398 Ful many a draghte of wyn     
hadde he drawe 
BN:GP 0396 Ful many a draghte of wyn     
had  he ydrawe 
Gg 写本 0396 fful manye  a drau t  of weyn    
hadde he I-drawe 
 
(3) テクストの語彙に主たる焦点を当てて、
テクスト比較ができるようにパソコンで処
理し、特に相違がみられるところは、写本に
さかのぼって調査しその理由について考察
する。このためのプログラムについては、共
同研究者松尾(1994)の手法と成果を利用した。 
 
(4) 連合王国、Oxford 大学セントピーターズ
学寮 Hoad 教授に研究経過を報告し、指導・
助言を受けた。 
 
４．研究成果 
（1）データ入力及び整理、語彙文体調査を
した。 
 
（2）地村彰之と中尾佳行の 2 名が 2010 年
７月、イタリア・シエナで開催された第１
７回新チョーサー協会国際大会（平成 22
年 7 月 14 日～平成 22 年 7 月 19 日）に出席
し発表した。松尾雅嗣は病気のため欠席し
た。学会での成果の意義・波及効果は以下
のとおりである。 
(a) Collation という方法とそれに基づく統
計的実証データを提示した報告は高い評価
を得、本研究が国際的にも最先端をいくも
のであることが確認できた。また、報告に
対する質問、例えば写本における飾り文字
の一瞥の出現頻度に関する質問や評言は、
今後研究方向を考える上で大いに参考にな
った。 
(b) Estelle Stubbs 博士などチョーサーの写
本研究の専門家との意見交換は、本研究の
進展に大いに参考になった。 
(c)本研究は、世界におけるチョーサーの本
文校訂研究に大きく貢献するものであると
考えられる。 
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